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概念図．乳児腸内フローラ形成とビフィズス菌によるフコシルラクトース(FL)利用の分子機構． 

(a)生後 1 か月間の乳児腸内フローラの形成過程には次のような特徴がある.乳児の腸内フローラは

Staphylococcaceae、大腸菌群、ビフィズス菌のいずれかが最優勢であることを特徴とする 3 つのグルー

プに分類される、ビフィズス菌優勢のフローラに不可逆的に移行する、その移行時期には個人差が認め

られる．(b) ビフィズス菌には母乳オリゴ糖を効率よく利用できる菌とできない菌が存在する．母乳オ

リゴ糖の主成分である FLの利用には、今回見出した FL輸送体が重要な役割を果たしている．この FL

輸送体は、乳児の腸内の酢酸濃度と pH を規定する重要な遺伝子である． 

 

 


